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学習発表会 1月24日，延期していた１，２年生の学習発表会を行いました。２学期に一度仕上げて
いた発表でしたが，そのときの練習を思い出し，さらに磨き上げ本番に向けて練習を重ね

た子どもたちです。本番前の練習で「あとは笑顔だけ」（練習はやりきった）という子どもたちでした。

2月とは思えぬ暖かな日があったかと思えば，1週間雨模様という先週でした。令和5
年度も残り1か月になり，学校では今の学年のまとめと次の学年の準備をしています。
寒暖差の大きい時期ですが，引き続き子どもたちの体調管理をよろしくお願いします。
さて，2月の児童朝会で元号「令和」の話をしました。「令和」には「一人一人が
明日への希望とともに，それぞれの花を咲かせてほしい」という願いが
こめられています。「今の自分」から「新しい学年の自分に」今年の学び
をつないでください，そしてさらに伸びていってくださいと伝えました。
「令和」の時代をつくっていく子どもたちが健やかにたくましく
成長していくよう，私たち職員も向上していかなくてはと思います。
今，学校中で3月1日の6年生を送る会の準備を5年生を中心に進め
ています。6年生へ「ありがとう」「おめでとう」の気持ちを届けよ
うと準備中です。きっとアットホームなあたたかい会になると思い
ます。次号で様子をお伝えしたいと思います

～１年生のふり返り（一部抜粋）より～
・「えがおでがんばるぞ。エイエイ
オー。」と，みんなでかけごえをかけて
はじめた。
・おかあさんが「じょうずにできた
ね。」といってくれて，うれしかった。
・けんばんハーモニカをげん気にふいた。
・かんきゃくせきの人がかんどうしてく
れて，うれしかった。
・にこにこするのをがんばった。子犬の
マーチへんそうきょくをまちがえないよ
うにふくのも，がんばった。
・おかあさんが「いっぱいれんしゅう
したんだね。」といってくれて，
うれしかった。

～２年生のふり返り（一部抜粋）より～
・おなかがすいたようにするのがむずかしかったけど，何度も
練習するとできるようになった。とてもとてもうれしかった。
・えんぎの動きを大きくしたり，せりふや歌の声を大きくした
りした。みんなたくさん練習して本番はみんなで上手にできた。
・いつもよりきんちょうしたけど，大きな声で言うことができ
た。うれしかった。やりきったという気もちがした。
・まちがえたけど，しらん顔をしてふくことができた。発表会
は大成功だった。みんなとけんばんができて，うれしかった。
・本番にそなえていっぱい練習したから，本番はうまくいった。
うれしかった。これからも何度もチャレンジしたい。
・本番にがんばって，家に帰ったらすごくほめてもらった。と
てもうれしくて，3年生になって学習発表会をがんばっている
ゆめを見た。
・お母さんに「ニコニコえがおで，ちゃんとできていて，
とてもすごかった。」と言ってもらった。とてもうれし
かった。
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ご意見・ご助言などありましたら，学校まで，お知らせください。

３月の行事予定

 

西鶴山小学校は150周年を迎えました150th Anniversary

＜ 新1年生一日入学 ＞

～ＰＴＡより～
令和6年1月1日に発生した石

川県の能登地方での大地震によ
り，その地域に甚大な被害が発
生しています。被害を受けられ
た地域のみなさまには心よりお
見舞い申し上げますとともに、
一日も早く穏やかな日常を取り
戻せることを祈っています。
西鶴山小学校ＰＴＡ役員会で

被害を受けられた地域・住民の
みなさまへの支援について相談
させていただきました。
相談の結果，「日本ＰＴＡ全

国協議会 支援募金口座」を通
して5,000円を寄付することにい
たしました。
ＰＴＡ会員のみなさまには事

後承諾となりますが，ご理解の
上ご了承いただけたらと思いま
す。

人権教育講演会 ～５・６年生のふり返り（一部抜粋）より～
・「頭がよい」は「かしこい」ことだけだと思っていた。「たくまし
い」頭，「しなやかな」頭，「やさしい」頭と「かしこい」頭と合わ
せて「頭がよい」ということを知ることができてよかった。自分で考
えて他の人のために動けるようにしたいと思った。
・いろいろな人とつながることも大事だけれど，それによって自分の
意見を言わないのはよくない。ちゃんと自分の意見を言えるようにし
たい。
・１０年先の未来は予想のつかない時代になっているそうだ。「がま
んする力」「チャレンジする力」「相手を思いやる力」をもっている
方が世の中の変化に対応できるという話を聞いた。中山先生の話をこ
れからに生かしたい。
・印象に残ったのは「自分で決めると幸せになる」という話だ。もう
一つは「やばい」と「いけてる」（まだいける）を使い分けるという
話だ。
・非認知能力を高めるために，自分で決めたり自分を見つめたりして
いきたいと思った。

1 金６年生を送る会
2 土
3 日
4 月全校朝会 クラブ（3年生クラブめぐり）3～6年下校15:35
5 火
6 水班長交代
7 木
8 金
9 土
10 日
11 月登下校反省会 委員会
12 火卒業式予行
13 水読み聞かせ
14 木
15 金
16 土
17 日
18 月卒業式準備 1･2･6年下校13:30 3～5年下校14:45
19 火卒業式 1～5年下校11:40（予定）
20 水春分の日
21 木
22 金一斉下校14：30
23 土
24 日
25 月一斉下校14：30
26 火修了式 一斉下校11:40
27 水
28 木
29 金
30 土
31 日

令和６年度１学期始業式
R６．４．８（月）

岡山大学准教授 中山芳一
先生をお招きして，「これか
らの時代に必要な力～正解で
はなく納得解を見いだす～」
と題して非認知能力を中心に，
家庭教育のあり方についてお
話を聞きました。

５年生のみんなと大玉転がし
などをして遊びました

１年生の劇を見たり一緒にコ
マを作って遊んだりしました。


